
今年1月から放映中のテレビドラマ「忍者に結婚は難しい」は観て
いますか？ 主演の菜々緒さんが演じるのは、表の顔は保険薬局に勤
める薬剤師、裏の顔は忍者という女性。「こんな素敵な薬剤師さん
に、お薬をもらいたい」など、薬剤師のイメージアップにつながるの
ではないかと嬉しく思います。
また、同じく1月から放映中の「ブラッシュアップライフ」というテ

レビドラマは、交通事故で亡くなった主人公が記憶をそのままに2周
目の人生を送り、薬学部に入学して薬剤師になるというお話です。
このように、テレビドラマに薬剤師が出てくるようになったことから、
職業としての認知度が高まったことを感じます。
一方、このほど文部科学省が公表した調査結果によると、大学の薬
剤師国家試験の「ストレート合格率」が姫路獨協大学の14.5％を皮
切りに、3分の1の大学が50％を下回っていました。また、退学率に
ついても、千葉科学大学が42.2％、日本薬科大学が40.7％、医療創
生大学が40.5％と、40％を超える大学が3大学もありました。
先日のセンター試験では生物が特に難しかったそうで、薬学部入
学者も生物の学力が低下傾向にあることが模擬試験の結果から見ら
れています。生物は薬理、治療とつながっていく基礎科目なだけに
心配になりました。医療に携わる者として、生物に興味を持つ人が
増えることを願います。
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